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甲殻類への毒性 (慢性毒性) : 備考: データ入手不可能。 

微生物への毒性 (急性毒性) : 備考: データ入手不可能。 

成分 : 

ジフェニルアミン : 

M-ファクター (水生環境有害

性 短期（急性）)

:  1 

M-ファクター (水生環境有害

性 長期（慢性）)

:  1 

残留性・分解性 

製品 : 

生分解性 :  備考: 易分解性ではない。主な組成物は本質的に生分解性で
あるが、環境に残存ｷる可能性のある成分を 含有する。 

生態蓄積性 

製品 : 

生態蓄積性 :  備考: 潜在的蓄積性を有する成分を含有する。 

n-オクタノール／水分配係数

（log 値）

: log Pow: > 6備考: （類似製品に関する情報に基く） 

土壌中の移動性 

製品 : 

移動性 : 備考: 室温で半固体, 土壌中に浸透すると、土壌粒子に吸着し

て移動しなくなります。 

備考: 水に浮かぶ。  

他の有害影響 

データなし 

製品 : 

生態系に関する追加情報 :  オゾン破壊係数、光化学オゾン生成係数、地球温暖化係数は

ありません。本製品は不揮発性成分の混合物であり、通常

の使用条件下では空気中に大量に放出されることはありませ

ん。 

低溶解性の混合物です。水生生物のファウリングを引き起

こします。 

オゾン層への有害性

非該当 

13. 廃棄上の注意
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廃棄方法 

化学品（残余廃棄物） : 出来れば、再生利用または再使用すること。 

廃棄物排出者には、適用される規則に従い適切に廃棄物を分

類し処分する方法を用いているかどうかを判断するため、生

成された物質の毒性と物質特性を判断する責任がある。 

環境、下水管または水路へ廃棄しないこと。 

廃棄物で土壌や地下水を汚染したり、環境を破壊したりして

はなりません。 

製品の廃棄物、流出物、または使用済み製品は、危険p棄物で

す。 

漏出やタンク清掃から生じる廃棄物は、関連法規を遵守し、

免許を有する専門 の収集業者または請負業者に依頼すること

が好ましく、適切に処分してくださ い。収集業者または請負

業者が適格性を有することを事前に確認してください。 

タンクの水は地表に放出して廃棄しないでください。廃棄す

ると土壌と地下水を汚染します。

MARPOL - 船舶による汚染の防止のための国際条約（MARPOL 

73/78）は、船舶からの汚染物質を抑制する技術的側面を提供

します。 

汚染容器及び包装 : 現行規定に従って廃棄する。公認の廃棄物収集業者または契

約業者に引き渡す のが望ましい。廃棄物収集業者または契約

業者は、資格を持つことを事前に証 明しなければならない。 

廃棄処分は、地域、国、地方の適切な法律及び条例に従うべ

きである。 

地域の法令 

備考 :  廃棄処分は、地域、国、地方の適切な法律及び条例に従うべ

きである。 

14. 輸送上の注意

国内規制がある場合の規制情報 

国の特定の法規制は、項目15を参照する。 

国際規制 

ADR 

危険物として規制されていない 

IATA-DGR 

危険物として規制されていない 

IMDG-Code 
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危険物として規制されていない 

IMO機器に従って一括で海上輸送 

大量海上輸送では、MARPOL規則が適用されます。 

特別の安全対策 

備考 : 特別な注意事項：使用者が知っておくべき特別な注意事項

や、輸送に関して法令順守が必要な事項については、第 7 項

の取扱及び保管上の注意を参照のこと 。 

15. 適用法令

関連法規 

消防法 

危険物に該当しない. 

化審法 

特定化学物質、監視化学物質、優先評価化学物質に該当しない。 

労働安全衛生法 

製造等が禁止される有害物 

非該当 

製造の許可を受けるべき有害物 

非該当 

健康障害防止指針公表物質 

非該当 

変異原性の認められた化学物質（既存化学物質） 

非該当 

変異原性の認められた化学物質（新規届出化学物質） 

非該当 

名称等を通知すべき危険物及び有害物 

法第 57 条の 2 (施行令別表第 9) 

化学名 番号 含有量 (%) 

鉱油 168 >=80 - <90 

ジフェニルアミン 277 >=0.1 - <1 

名称等を表示すべき危険物及び有害物 

法第 57 条 (施行令第 18 条) 

化学名 番号 

鉱油 168 
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特定化学物質障害予防規則 

非該当 

有機溶剤中毒予防規則 

非該当 

労働安全衛生法施行令 - 別表第一 (危険物) 

非該当 

毒物及び劇物取締法 

非該当 

化学物質排出把握管理促進法 

非該当 

船舶安全法 

非該当 

航空法 

非該当 

海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律 

海洋汚染物質には該当しない 

水質汚濁防止法 

油分排出規則（法第２条 5 項、施行令第３条の 4） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

産業廃棄物 

この製品の成分について各国インベントリーへの記載情報： 

REACH : 全成分リストアップされている、またはポリマー免除 

TSCA : 全成分リストアップされている。 

ENCS : 全成分リストアップされている。 

16. その他の情報

危険有害性情報の全文 

H301 飲み込むと有毒。 

H311 皮膚に接触すると有毒。 

H317 アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ。

H319 強い眼刺激。

H331 吸入すると有毒。

H373 長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害のおそれ。

H400 水生生物に非常に強い毒性。

H410 長期継続的影響によって水生生物に非常に強い毒性。

その他の略語の全文 
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Acute Tox. 急性毒性 

Aquatic Acute 水生環境有害性 短期（急性） 

Aquatic Chronic 水生環境有害性 長期（慢性） 

Eye Irrit. 眼刺激性 

Skin Sens. 皮膚感作性 

STOT RE 特定標的臓器毒性（反復ばく露） 

略語および頭字語 

AIIC - オーストラリアの工業化学品インベントリ; ANTT - ブラジル国家輸送機関; ASTM - 米

国材料試験協会; bw - 体重; CMR - 発ガン性、変異原性、生殖毒性があるとされる物質; DIN - 

ドイツ規格協会基準; DSL - 国内物質リスト (カナダ); ECx - 任意の X%の反応を及ぼすと考え

られる濃度; ELx - 任意の X%の反応を及ぼすと考えられる負荷割合; EmS - 緊急時のスケジュー

ル; ENCS - 化審法の既存化学物質リスト; ErCx - 任意の X%の反応を及ぼすと考えられる成長

率; ERG - 緊急対応の手引き; GHS - 世界調和システム; GLP - 試験実施規範; IARC - 国際が

ん研究機関; IATA - 国際航空運送協会; IBC - 危険化学品のばら積運送のための船舶の構造及

び設備に関する国際規則; IC50 - 50%阻害濃度; ICAO - 国際民間航空機関; IECSC - 中国現有

化学物質名録; IMDG - 国際海上危険物規程; IMO - 国際海事機関; ISHL - 労働安全衛生法 (日

本 ); ISO - 国際標準化機構; KECI - 韓国既存化学物質名録; LC50 - 50％致死濃度; LD50 -

50％致死量（半数致死量）; MARPOL - 船舶による汚染の防止のための国際条約; n.o.s. - 他に

品名が明示されているものを除く; Nch - チリ規則; NO(A)EC - 無有害性影響濃度; NO(A)EL -

無有害性影響レベル; NOELR - 無有害性影響負荷割合; NOM - メキシコ公式規則; NTP - 米国国

家毒性プログラム; NZIoC - 二ュージーランド化学物質台帳; OECD - 経済協力開発機構; OPPTS

- 化学物質安全性・公害防止局; PBT - 難分解性性・生体蓄積性・有毒性(物質）; PICCS - フ

ィリピン化学物質インベントリー; (Q)SAR - （定量的）構造活性相関; REACH - 化学物質の登

録、評価、認 可および登録 (REACH) に関する規則 (EC) No 1907/2006; SADT - 自己加速分解

温度; SDS - 安全データシート; TECI - タイに既存の化学物質のインベントリ; TCSI - 台湾化

学物質インベントリー; TDG - 危険物輸送; TSCA - 有害物質規制法(米国); UN - 国連; UNRTDG

- 国際連合危険物輸送勧告; vPvB - 非常に難分解及び非常に高蓄積性; WHMIS - 作業場危険有

害性物質情報システム

詳細情報 

安全な取扱いのため :  本情報は安全確保のため参考情報として取扱事業者に提供さ

れるものです。取扱事業者は、これを参考として、自らの責

任において、個々の取扱い等の実態に応じた適切な処置を講

ずることが必要であることを理解した上で、活用されるよう

お願いします。 

その他の情報 :  左欄外の垂直バー（｜）は、前バージョンの修正を示す 

引用文献 :  引用データは、Shell Health Servicesの毒性データ、材料サ

プライヤーのデータ、CONCAWE、EU IUCLIDデータベース、EC 

1272規制など、複数の情報源から得られたものです。 
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記載内容は、現時点で入手できる資料、情報にもとづき、当該製品の安全な取り扱い、使用、処

理、保管、輸送、廃棄、漏洩時の処理等のために作成されたものですが、記載されている情報は

いかなる保証をするものではなく、品質を特定するものでもありません。また、この SDS のﾃﾞｰﾀ

はここで指定された物質についてのみのものであり、指定されていない工程での使用や、指定さ

れていない材料と組み合わせた使用に関しては有効ではありません。 

JP / JA 




